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  学校評価（中間評価）のために、前学期の終わりに生徒アン

ケートをとりました。下のグラフは、その結果を集計したものです。青

の部分（そう思う）とオレンジ色の部分（だいたいそう思う）の 2 つを合わせた部分が肯定的な結果だととらえ

ます。 

２番の道徳の授業で自分の道徳性が高まっていると思う生徒が９２％であり、４～６番の挨拶・時間・清掃

ができていると考える生徒がそれぞれ８９％・９２％・８８％に至っていることは、生徒の落ち着いた生活や良

いマナーにつながるものと受け止めています。 また、１４番の授業への積極的な取組が８７％にのぼり、１６

番の対話的な学びによる深い学びが８４％に伸びていることは、今後の学力向上に結び付くものと期待し

ています。 

伸び悩んでいるものとしては、９番の自分の良さや個性への気づきと、１０番の生活や学習のスケジュー

ル管理、１７番の授業中の意見発表があげられます。タイムマネジ

メント力を高めることや、表現力を高めることは、学力向上のみなら

ず、将来仕事を行ううえでも大切なことですので、ぜひ意識して伸

ばしてほしいと思います。 

全国学力・学習状況調査（国・数・理）の結果がでまし
た。本校の３年生は全体的にみると、全国・県の平均正答率を下回

る結果でした。しかし、国語の「ウェブページにある資料の一部を引

用し、意見文の下書きにスマート農業の効果を書く」問題では、県

の平均を上回る正答率が見られました。記述式の問題での頑張り

アンケート中間評価と全国調査の分析 
          調査結果をいかして 



は、嬉しい結果でした。 

数学でも連立二元一次方程式を解く問題は、全国・県の正答率

を上回っていますが、「理由を説明する」問題では正答率が伸びま

せんでした。特に、「角 EBF の大きさがいつでも６０度になることを

説明する」問題は、無解答率が最も高く、正答率が最も低いもので

した。実際に問題を見てみると、何が問われているのかを冷静にし

っかり読み取ることが大切な問題だと思いました。思考・表現の問

題を解くには読解力が必要です。普段から難解と思われる文章問

題にチャレンジし、粘り強く取り組んでほしいものです。 

理科では、「分子モデルの図をもとに、水素の燃焼を化学反応式

で表す」問題は、全国・県の正答率を超える結果でした。しかし、

「考察の妥当性を高めるために、測定範囲の刻み幅をどのように増

やすかを説明する」問題では、無解答や誤答が多くありました。ま

た、領域では「エネルギーを柱とする」領域の正答率が低いので、

しっかりと復習をする必要があります。 

生徒質問紙では、「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦して

いますか」という問いに対し、７１．１％の生徒が肯定的な答えをして

いました。全国の６７．１％よりも高い回答であり、学校教育目標の

達成に近づいていると感じます。また、「困りごとや不安があるとき

に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか」との問いに、全国よりも１３．７ポイント高い４６．２％

が「当てはまる」と答えている（「どちらかといえば当てはまる」を含めると約 70％）ことは、本校の職員として

嬉しい結果でした。しかし、平日に３時間以上テレビゲーム（PC・スマホゲーム含む）をするという生徒が４

０％であり、２時間以上となると６１．５％にのぼっていました。全国平均より１０ポイント高い状況なので、ぜ

ひ家庭で約束事を決めて、それを守る自律的な生活を行ってほしいと考えます。 

 

９月２０日の選手激励

式で、車いすテニスの国

枝慎吾選手が、今年の全

豪・全仏・全英と３つの大

会を制しており、次は全米

を制して４大会制覇と行き

たかったところ準優勝に終わったという話をしました。 

３８歳にして、4 大大会で単２８回＋複２２回の優勝

を誇るレジェンドは、「また達成できる楽しみができた」

と言っていました。その国枝選手は、ラケットに「おれ

は最強だ」と書いているということです。サーブの前に

「ダブルフォルトになるんじゃないか」という不安を拭い

去るための試みだそうです。 

生徒のみなさんもプレーの前に不安が心に入り込

んできたら、「自分はできる」と自分に言い聞かせ、全

力で試合をしてきてくださいと伝えました。 

９月２４日の新人大会の結果、女子卓球部が優勝旗

を持ち帰ることができました。しかし、他の部活動でも

惜しい試合展開がありました。それぞれが今もっている

力を精一杯出して頑張ったと思います。「捲土重来」夏

の栄光を目指して、練習を重ねてほしいと思います。 

１０月１日には、ソフトテニスの新人大会、１０月６日

には、地区駅伝大会があります。健闘を祈ります。 

☆今後の予定☆ 
 

１０／１（土）地区中体連新人大会(ｿﾌﾄﾃﾆｽ) 

１０／３（月）各部委員会 

１０／５（水）生徒集会 

１０／６（木）地区駅伝大会 フッ化物洗口 

１０／７（金）安全点検日 

１０／１１（火）課題テスト・SAGAテスト 

１０／１２（水）課題テスト・SAGAテスト 

        交通安全教室 

１０／１３（木）フッ化物洗口 

１０／１７（月）3年修学旅行（～１９） 

        2年職場体験学習（～１８） 

 

 

毎月１回の楽しみな「ましろの会」の読み聞か

せですが、9月 13日の 1年生の教室では、紙芝

居の形式で行われました。名作「おだんごころこ

ろ」を、まさか紙芝 

居で視聴するとは 

生徒も思っていな 

かったのでしょう。 

目を見張って聴 

いていました。 

昔懐かしい紙芝居登場 中体連地区新人大会 
       新チームの頑張り 


